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	月
	学習項目
	学習内容
	評価の観点

	
	
	
	知識及び技術
	思考力、判断力、表現力等
	学びに向かう力、人間性等

	４
	第Ⅰ編「簿記の基本」
	
	
	
	

	
	第１章「企業の簿記」
①簿記の意味
②簿記の目的
③簿記の種類
④簿記の歴史
⑤簿記の必要性
⑥簿記の前提
	●簿記が、企業のさまざまな経営活動を帳簿に記録・計算・整理するための記帳技術であることについて学習します。
●企業は簿記によって経営成績と財政状態を明らかにする必要があることについて学習します。
●簿記の種類や歴史・必要性のほか、企業会計の基礎をなす３つの前提についても学習します。
	●企業における簿記の意味・目的・種類・歴史や、企業会計の基本となる３つの前提に関する基礎的な知識を身に付け、簿記を学ぶことの必要性や重要性について理解している。
	●企業における簿記の意味・目的・種類・歴史・前提について思考を深め、簿記の必要性と重要性を考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●企業における簿記の意味・目的・種類・歴史・前提について自ら学び、簿記の必要性や重要性を理解したうえで、簿記の学習に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	
	第２章「資産・負債・純資産 ―貸借対照表―」
①資産
②負債
③純資産
④貸借対照表
⑤当期純損益の計算
	●資産・負債・純資産の基本的な概念やその関係性、およびおもな資産・負債・純資産の例について学習します。
●貸借対照表の役割や構造、および期末と期首の純資産を比較して当期純損益を計算する方法について学習します。
	●資産・負債・純資産の関係や貸借対照表の役割・構造を理解し、期末と期首の純資産を比較すると当期純損益が計算できることについて理解している。
●期首の純資産と期末の純資産から、当期純損益を計算する方法を習得している。
	●資産・負債・純資産の概念について、具体的なイメージをもち、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●財産法により当期純損益が計算できる理由について考えようとしている。
	●資産・負債・純資産の基本的な概念やその関係性、貸借対照表の役割・構造、財産法による当期純損益の計算方法について、主体的かつ積極的に学習しようとしている。

	
	第３章「収益・費用 ―損益計算書―」
①収益
②費用
③当期純損益の計算
④損益計算書
	●収益・費用の基本的な概念やその関係性、およびおもな収益・費用の例について学習します。
●収益と費用を比較して当期純損益を計算する方法、および損益計算書の役割や構造について学習します。
	●収益・費用・当期純損益の関係や損益計算書の役割・構造を理解し、収益と費用を比較すると当期純損益が計算できることについて理解している。
●収益と費用から、当期純損益を計算する方法を習得している。
	●収益・費用の概念について、具体的なイメージをもち、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●損益法により当期純損益が計算できる理由について考えようとしている。
	●収益・費用の基本的な概念やその関係性、損益計算書の役割・構造、損益法による当期純損益の計算方法について、主体的かつ積極的に学習しようとしている。

	
	第４章「取引と勘定」
①取引の意味
②勘定の意味
③勘定の種類と勘定科目
④勘定口座
⑤勘定への記入法
⑥取引要素の結合関係
⑦貸借平均の原理
	●資産・負債・純資産を増減させたり、収益・費用を発生させたりすることがらである簿記上の取引について学習します。
●勘定や勘定科目・勘定口座の意味、および勘定への記入方法について学習します。
●取引は、借方の取引要素と貸方の取引要素の組み合わせからなっていることについて学習します。
●すべての勘定の借方合計金額と貸方合計金額は一致することについて学習します。
	●簿記上の取引・勘定・勘定科目・勘定口座に関する基本的な知識を身に付け、複式簿記の特徴である取引要素の結合関係や貸借平均の原理について理解している。
●具体的な取引から、一定の法則にしたがって勘定口座の正しい場所に金額を記入する方法を習得している。
●具体的な勘定口座の記録から、貸借平均の原理を確かめることができる。
	●日常にいう取引と簿記上の取引のちがいについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●複式簿記において、取引要素の結合関係や貸借平均の原理が成り立つ理由について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●種々の取引を一定の法則にしたがって勘定口座に記入するという、複式簿記の最も基本的な技術を主体的かつ積極的に身に付けようとしている。
●取引要素の結合関係や貸借平均の原理など、複式簿記の体系を主体的かつ積極的に学習しようとしている。

	
	第５章「仕訳と勘定への記入」
①仕訳
②転記
	●一定のルールにしたがって取引を借方の要素と貸方の要素に分けることである仕訳の意味とその方法について学習します。
●仕訳によって区分された取引を整理するために、勘定口座に転記する方法について学習します。
	●仕訳の意味や勘定口座への転記に関する基礎的・基本的な知識を深め、仕訳と勘定口座への転記のしかたを理解している。
●仕訳と勘定口座への転記を適切におこなう方法を習得している。
	●仕訳をおこなう理由や、勘定口座へ転記する理由について考えようとしている。
	●取引を仕訳して勘定口座へ転記することが、簿記の基本となる一連の流れであることを理解し、その技術を主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	５
	第６章「仕訳帳と総勘定元帳」
①仕訳帳
②総勘定元帳（元帳）
	●仕訳を取引の発生順に記録する帳簿である仕訳帳について学習します。
●すべての勘定口座を集めた帳簿である総勘定元帳について学習します。
	●仕訳帳および総勘定元帳に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、それらの記入方法についても理解している。
●具体的な取引を、仕訳帳や総勘定元帳に記入する技術を習得している。
	●取引を仕訳帳だけでなく、総勘定元帳にも記入する理由について考えようとしている。
	●仕訳帳と総勘定元帳が、簿記に必要不可欠な帳簿であることを理解し、主体的かつ積極的に学習しようとしている。

	
	第７章「試算表」
①試算表の意味
②試算表の種類と作成方法
③試算表で誤りを発見する方法
	●転記が正確におこなわれたかどうかを確認するために作成する試算表について、合計試算表・残高試算表・合計残高試算表の３つを学習します。
●試算表で誤りを発見する方法について学習します。
	●試算表の役割や種類に関する知識を身に付け、それらの記入方法についても理解している。
●具体的な勘定口座の記録から、各種の試算表を作成する技術を習得している。
●試算表を用いて誤りを発見する方法を習得している。
	●試算表を用いて発見できる誤りなのか、発見できない誤りなのかを判断し、試算表では誤りが発見できない理由について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●試算表の役割を理解し、その記入方法や誤りの発見方法について、主体的かつ積極的に学習しようとしている。

	
	第８章「決算」
①決算の意味
②決算の手続き
③精算表
④決算の本手続き
⑤決算報告の手続き
	●決算に関する基礎的な知識や、一連の決算の流れについて学習します。
●一連の決算の手続きに必要な知識である、６けた精算表の作成方法、総勘定元帳・仕訳帳を締め切る方法、繰越試算表の作成方法、損益計算書および貸借対照表の作成方法について学習します。
●設例および会話形式の文章を用いて、なぜ貸借対照表が英語で「バランスシート」と表現されるのかについて調べたうえで、主体的に考察し、表現します。
	●決算に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付け、決算報告に必要な損益計算書と貸借対照表を作成するまでの一連の決算の流れを理解している。
●６けた精算表の作成方法、収益・費用の各勘定を損益勘定へ振り替える方法、英米式決算法によって資産・負債・純資産の各勘定を締め切る方法、繰越試算表の作成方法、仕訳帳を締め切る方法、および損益計算書・貸借対照表の作成方法について、それぞれ習得している。
	●決算をおこなう目的や必要性について考え、またそれぞれの手続きがどのような意味をもつのかについて考えて、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●設例を用いて「バランス」という言葉の意味を調べ、なぜ貸借対照表が英語で「バランスシート」と表現されるのかについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●決算の意味や全体像について把握したうえで、簿記一巡の手続きにおける決算の重要性についても理解し、主体的かつ積極的に学習しようとしている。
●「バランス」の意味について調べる設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	６
	第Ⅱ編「各種取引の処理」
	
	
	
	

	
	第１章「現金・預金の記帳」
①現金
②現金出納帳
③現金過不足
④当座預金
⑤当座借越
⑥当座預金出納帳
⑦その他の預金
⑧小口現金
	●簿記上の現金の入金と出金の仕訳、現金出納帳の作成方法、および現金過不足の記帳方法について学習します。
●当座預金の預入と引出の仕訳、当座借越の記帳方法、当座預金出納帳の作成方法、およびその他の預金に関する仕訳について学習します。
●定額資金前渡法の意味や小口現金に関する仕訳、小口現金出納帳の作成方法について学習します。
	●簿記上の現金・現金過不足・当座預金・当座借越・その他の預金・小口現金に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
●補助簿としての現金出納帳・当座預金出納帳・小口現金出納帳に関する知識を身に付け、それらの帳簿に記入する方法を習得している。
●通貨代用証券の取り扱い、小切手のしくみや特徴、不渡りの意味、および定額資金前渡法のしくみについて理解している。
	●現金や預金に関する取引が、総勘定元帳だけでなく、補助簿にも記入される理由について考えようとしている。
●企業の取引では小切手が多く用いられる理由について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●定額資金前渡法が採用される意義について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●現金や預金に関する取引や、それにともなう制度のしくみについて自ら学び、各取引の仕訳の方法や各種補助簿への記入方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第２章「商品売買の記帳」
①３分法
②仕入帳
③売上帳
④商品有高帳
	●３分法における商品の仕入れと売上げの仕訳、商品の返品や値引きの記帳方法、および仕入帳・売上帳・商品有高帳の作成方法について学習します。
●商品の引渡単価の計算方法として、先入先出法と移動平均法について学習します。
●設例を用いて、商品の単価の計算について、どのような商品を扱う企業が先入先出法を用い、またどのような商品を扱う企業が移動平均法を用いているかを主体的に考察し、表現します。
	●３分法における商品の仕入れ・売上げに関する基本的な取引および仕訳について理解している。
●補助簿としての仕入帳・売上帳・商品有高帳に関する知識を身に付け、それらの帳簿に記入する方法を習得している。
●３分法による商品売買に関する取引の記帳や、先入先出法・移動平均法などの商品の引渡単価の計算方法とそれぞれの特徴について理解している。
	●３分法と分記法のそれぞれの特徴について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●同一の商品売買取引に先入先出法を適用した場合と、移動平均法を適用した場合とで、売上原価に与える変化について考えようとしている。
●設例を用いて、どのような商品を扱う企業が先入先出法を用い、またどのような商品を扱う企業が移動平均法を用いているかについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●商品売買に関する取引や、それにともなう記帳方法について自ら学び、各取引の仕訳の方法や各種補助簿への記入方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。
●どのような商品が先入先出法と結び付きやすく、またどのような商品が移動平均法と結び付きやすいかについて考える設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	
	第３章「掛取引の記帳」
①売掛金勘定と売掛金元帳
②買掛金勘定と買掛金元帳
③貸し倒れ
	●売掛金に関する仕訳、売掛金勘定および売掛金元帳の記入方法とその関係について学習します。
●買掛金に関する仕訳、買掛金勘定および買掛金元帳の記入方法とその関係について学習します。
●貸し倒れの意味および貸し倒れが生じた場合の仕訳について学習します。
	●売掛金および買掛金に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
●補助簿としての売掛金元帳および買掛金元帳に関する知識を身に付け、それらの帳簿に記入する方法を習得している。
●貸し倒れの意味および貸し倒れが生じた場合の仕訳について理解している。
	●売掛金や買掛金に関する取引が、総勘定元帳だけでなく、補助元帳にも記入される理由について考えようとしている。
●売掛金勘定と売掛金元帳、買掛金勘定と買掛金元帳の関係性について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●売掛金および買掛金に関する取引や、貸し倒れについて自ら学び、各取引の仕訳の方法や各種補助簿への記入方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	７
	第４章「手形取引の記帳」
①手形の種類
②約束手形の記帳
③手形の裏書と割引
④受取手形記入帳と支払手形記入帳
	●手形の種類とそのしくみ、約束手形の振出人がおこなう仕訳、および名あて人がおこなう仕訳について学習します。
●手形の裏書および割引に関する仕訳について学習します。
●受取手形記入帳・支払手形記入帳の作成方法について学習します。
	●手形の種類とそのしくみ、約束手形の振出・受取・裏書・割引に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
●補助簿としての受取手形記入帳および支払手形記入帳に関する知識を身に付け、それらの帳簿に記入する方法を習得している。
	●手形取引の特徴や、手形を利用することのメリットについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●約束手形の記載事項から、どのような取引なのかを判断することができる。
	●手形の種類とそのしくみ、約束手形に関する取引について自ら学び、各取引の仕訳の方法や各種補助簿への記入方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第５章「その他の債権・債務の記帳」
①前払金と前受金
②未収金と未払金
③貸付金と借入金
④手形貸付金と手形借入金
⑤立替金と預り金
⑥仮払金と仮受金
⑦商品券
	●前払金および前受金に関する仕訳について学習します。
●未収金および未払金に関する仕訳について学習します。
●貸付金および借入金に関する仕訳について学習します。
●手形貸付金および手形借入金に関する仕訳について学習します。
●立替金および預り金に関する仕訳について学習します。
●仮払金および仮受金に関する仕訳について学習します。
●商品券の記帳方法について学習します。
	●前払金と前受金、未収金と未払金、貸付金と借入金、手形貸付金と手形借入金、立替金と預り金、仮払金と仮受金、商品券に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
●売掛金と未収金のちがい、買掛金と未払金のちがい、借用証書による金銭の貸し借りと手形による金銭の貸し借りのちがいなどについて理解している。
	●前払金と前受金、未収金と未払金、貸付金と借入金、手形貸付金と手形借入金、立替金と預り金、仮払金と仮受金、商品券などといった、債権・債務に関する取引の具体的なイメージをもち、どの勘定科目を用いてどのように処理をおこなうのかを判断することができる。
	●前払金と前受金、未収金と未払金、貸付金と借入金、手形貸付金と手形借入金、立替金と預り金、仮払金と仮受金、商品券に関する取引について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第６章「有価証券の記帳」
①有価証券
②有価証券の買い入れ
③有価証券の売却
	●株式や社債・公債といった有価証券の意味とその種類について学習します。
●有価証券の買い入れと売却に関する仕訳について学習します。
	●有価証券の意味とその種類について理解している。
●有価証券の買い入れと売却に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
	●企業が有価証券を購入する理由について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●有価証券の意味や種類、および有価証券に関する取引について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	９
	第７章「固定資産の記帳」
①固定資産
②固定資産の取得
③固定資産の売却
④固定資産台帳
	●固定資産の意味とその種類について学習します。
●固定資産の取得と売却に関する仕訳について学習します。
●固定資産台帳の概要について学習します。
	●固定資産の意味とその種類、およびそれぞれの具体例について理解している。
●固定資産の取得と売却に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
●補助簿としての固定資産台帳の概要について理解している。
	●固定資産の具体例から、どの勘定科目を使用するかを判断することができる。
●固定資産台帳の記載事項から、どのような固定資産を所有しているかを判断することができる。
	●固定資産の意味や種類、固定資産に関する取引、および固定資産台帳について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第８章「販売費と一般管理費の記帳」
①販売費と一般管理費
②販売費と一般管理費の記帳
	●販売費と一般管理費の意味とその具体例について学習します。
●販売費と一般管理費に関する個別の勘定をまとめて販売費及び一般管理費勘定で処理する方法について学習します。
●販売費及び一般管理費元帳の作成方法について学習します。
	●販売費と一般管理費の意味とその具体例について理解している。
●販売費と一般管理費に関する個別の勘定をまとめて販売費及び一般管理費勘定で処理する方法を習得している。
●補助簿としての販売費及び一般管理費元帳に関する知識を身に付け、帳簿に記入する方法を習得している。
	●販売費と一般管理費に関して、個別の勘定を設けて記帳するのではなく、それらをまとめた販売費及び一般管理費勘定で処理する理由について考えようとしている。
●販売費及び一般管理費勘定と販売費及び一般管理費元帳の関係性について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●販売費と一般管理費の意味や具体例、販売費及び一般管理費勘定を用いた記帳方法について自ら学び、販売費及び一般管理費元帳への記入方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第９章「個人企業の純資産の記帳」
①個人企業の純資産
②追加元入れと引き出し
	●個人企業の純資産を増加・減少させる取引の仕訳について学習します。
●引出金勘定を設けた場合の、個人企業の資本の引き出しの処理について学習します。
	●個人企業における資本の追加元入れや引き出しに関する基本的な取引および仕訳について理解している。
	●資本の引き出しに関して、資本金勘定に記入するのではなく、引出金勘定を設けて処理する理由について考えようとしている。
	●個人企業の純資産を増加・減少させる取引について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。
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	第10章「個人企業の税金の記帳」
①個人企業の税金
②所得税・住民税
③固定資産税・印紙税
④消費税
	●個人企業における所得税・住民税の概要と、所得税・住民税に関する仕訳について学習します。
●個人企業における固定資産税・印紙税の概要と、固定資産税・印紙税に関する仕訳について学習します。
●個人企業における消費税の概要と、消費税に関する仕訳について学習します。
	●個人企業における所得税・住民税・固定資産税・印紙税・消費税といった税金の概要や納付の方法について理解している。
●個人企業における所得税・住民税・固定資産税・印紙税・消費税といった税金に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
	●個人企業にかかる税金が、税法上、費用として認められるものであるか否かを判断することができる。
●消費税のしくみに関して、誰が負担者となり、誰が納付者となるかについて考えようとしている。
	●個人企業における税金の概要や、それぞれの税金に関する取引について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第Ⅲ編「決算⑴」
	
	
	
	

	
	第１章「決算整理（その１）」
①決算整理の意味
②商品に関する決算整理
③貸し倒れ
④固定資産の減価償却費の計算と記帳
⑤現金過不足の整理
⑥引出金の整理
⑦棚卸表
⑧８けた精算表の作成
⑨帳簿の締め切り（帳簿決算）
⑩財務諸表
	●決算整理の意味について学習し、売上原価の算定・貸し倒れの見積り・固定資産の減価償却費の計算と記帳（定額法および直接法）・現金過不足の整理・引出金の整理に関する決算整理仕訳についても学習します。
●決算の予備手続きとして、棚卸表および８けた精算表の作成方法について学習します。
●決算の本手続きとして、各種帳簿を締め切る方法や、繰越試算表の作成方法、また決算報告の手続きとして、勘定式の貸借対照表および損益計算書の作成方法について学習し、資料をもとに財務諸表を作成する学習活動に取り組みます。
●設例を用いて、損益勘定と損益計算書、繰越試算表と貸借対照表のちがいについて主体的に話し合い、表現します。
	●売上原価の算定・貸し倒れの見積り・固定資産の減価償却費の計算と記帳（定額法および直接法）・現金過不足の整理・引出金の整理といった決算整理事項について、その概要や決算整理仕訳を理解している。
●棚卸表の意義を理解し、８けた精算表の作成方法、各種帳簿を締め切る方法、繰越試算表の作成方法、および損益計算書・貸借対照表の作成方法について、それぞれ習得している。
●総勘定元帳の勘定残高と決算整理事項から、損益計算書・貸借対照表を作成する技術を習得している。
	●それぞれの決算整理事項をおこなう必要性について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●売上原価を算定するための決算整理仕訳に関して、それぞれの振替仕訳が具体的にどのような意味あらわすのかについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●設例を用いて損益勘定と損益計算書、繰越試算表と貸借対照表のちがいについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●決算整理の意味とそれぞれの決算整理事項の内容および必要性を正確に理解し、決算整理をともなう一連の決算手続きについて主体的かつ積極的に学習しようとしている。
●損益勘定と損益計算書、繰越試算表と貸借対照表のちがいについて話し合う設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
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	第Ⅳ編「会計帳簿」
	
	
	
	

	
	第１章「帳簿」
①帳簿の種類
②分課制度と帳簿組織
③帳簿の形式
	●主要簿と補助簿の種類とそれぞれの帳簿の関係について学習します。
●企業の分課制度と帳簿組織、および帳簿の形式について学習します。
	●主要簿と補助簿の種類とそれぞれの帳簿の関係、企業の分課制度の意味や利点、および帳簿の形式に関する基礎的な知識を身に付け、帳簿の重要性について理解している。
	●帳簿の形式ごとの長所および短所について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●企業内部における帳簿の役割や重要性について理解し、主体的かつ積極的に学習しようとしている。

	12
	第２章「３伝票制による記帳」
①証ひょう
②伝票
③仕訳伝票の利用
④３伝票制
	●証ひょうや伝票の意味、仕訳伝票の利用、３伝票制の概要、および入金伝票・出金伝票・振替伝票のそれぞれの起票方法について学習します。
●設例を用いて、実務において１伝票制が多く採用されている理由について主体的に考察し、表現します。
	●証ひょうや伝票などの意味や役割について理解している。
●証ひょうなどにもとづいて伝票を起票し、総勘定元帳や各種補助簿に転記するという一連の流れについて理解している。
●３伝票制の概要を理解し、具体的な取引を入金伝票・出金伝票・振替伝票のそれぞれに記入する方法を習得している。
	●仕訳帳ではなく伝票を用いて取引を記録する理由について考えようとしている。
●設例を用いて、実務において１伝票制が多く採用されている理由について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●３伝票制による記帳について自ら学び、各取引の起票の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。
●実務において１伝票制が多く採用されている理由を考察する設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	
	第Ⅴ編「特殊な取引」
	
	
	
	

	
	第１章「特殊な手形取引の記帳」
①手形の書き換え
②不渡手形
③営業外手形
	●手形の書き換えの意義、および手形の書き換えに関する仕訳について学習します。
●不渡手形の意義、および不渡手形に関する仕訳について学習します。
●営業外手形の意義、および営業外手形に関する仕訳について学習します。
●設例を用いて、不渡手形勘定が資産となる理由について主体的に考察し、表現します。
	●手形の書き換え・不渡手形・営業外手形といった特殊な手形取引の概要や具体的な取引内容について理解している。
●手形の書き換え・不渡手形・営業外手形といった特殊な手形取引に関する基本的な仕訳について理解している。
	●手形の書き換えをおこなう理由について考えようとしている。
●不渡手形に関する仕訳をおこなう主体について、手形の所持人なのか裏書人なのかを判断することができる。
●設例を用いて、不渡手形勘定が資産となる理由について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●特殊な手形取引について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。
●不渡手形勘定が資産となる理由を考察する設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	１
	第Ⅵ編「決算⑵」
	
	
	
	

	
	第１章「決算整理（その２）」
①減価償却費の間接法による記帳
②減価償却費の定率法による計算
③有価証券の評価
④当座借越勘定への振り替え
⑤費用・収益の繰り延べ
⑥費用・収益の見越し
⑦精算表の作成
⑧損益計算書・貸借対照表
	●固定資産の減価償却費の計算と記帳（定率法および間接法）・有価証券の評価・当座借越勘定への振り替え・費用と収益の繰り延べ・費用と収益の見越しに関する決算整理仕訳について学習します。
●本章で学習した決算整理を含んだ８けた精算表の作成方法、および２区分の損益計算書と控除形式の貸借対照表の作成方法について学習し、資料をもとに財務諸表を作成する学習活動に取り組みます。
●設例を用いて、前払金と前払費用のちがいについて調べたうえで、主体的に考察し、表現します。
	●固定資産の減価償却費の計算と記帳（定率法および間接法）・有価証券の評価・当座借越勘定への振り替え・費用と収益の繰り延べ・費用と収益の見越しといった決算整理事項について、その概要や決算整理仕訳を理解している。
●８けた精算表の作成方法、および２区分の損益計算書と控除形式の貸借対照表の作成方法について、それぞれ習得している。
●総勘定元帳の勘定残高と決算整理事項から、２区分の損益計算書と控除形式の貸借対照表を作成する技術を習得している。
	●それぞれの決算整理事項をおこなう必要性について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●費用と収益の繰り延べ・費用と収益の見越しをおこなう理由について考え、具体的な決算整理事項が繰り延べと見越しのどのパターンになるのかを判断することができる。
●設例を用いて前払金と前払費用のちがいを調べ、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●それぞれの決算整理事項の内容と必要性を正確に理解し、決算報告の手続きのための損益計算書・貸借対照表の作成方法について、主体的かつ積極的に学習しようとしている。
●前払金と前払費用のちがいについて調べる設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	２
	第Ⅶ編「本支店会計」
	
	
	
	

	
	第１章「本支店間の取引」
①支店会計の独立
②本店・支店間の取引
③支店相互間の取引
	●支店の取引を記帳する方法として、支店会計の独立の意義について学習します。
●支店会計が独立している場合の、本店と支店間の取引・支店が計上した当期純損益の処理・支店相互間の取引の記帳方法について学習します。
	●支店の取引を記帳する方法について理解し、そのひとつとして支店会計の独立があることを理解している。
●支店会計が独立している場合の、本店および支店それぞれの取引の記帳方法について理解している。
	●支店会計を独立させる理由について考えようとしている。
●支店勘定と本店勘定の残高が貸借反対で一致する理由について考えようとしている。
	●支店の取引を記帳する方法について自ら学び、支店会計が独立している場合の、本店および支店それぞれの取引の記帳方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第２章「本支店財務諸表の合併」
①本支店財務諸表合併の必要性
②未達取引の整理
③合併貸借対照表の作成
④合併損益計算書の作成
	●本店および支店の財務諸表を合併することの意義ないし必要性について学習します。
●本支店間の未達取引を整理して、合併貸借対照表および合併損益計算書を作成する方法について学習します。
●設例を用いて、未達取引が生じる理由およびICTの発達が未達取引の処理に与える影響について主体的に考察し、表現します。
	●本店および支店の財務諸表を合併することの意義ないし必要性について理解している。
●支店勘定と本店勘定の残高が貸借反対で一致しなくなる理由として、本支店間の未達取引があることを理解し、またその処理方法についても理解している。
●具体的な本店および支店の財務諸表から、本支店間の未達取引を整理して、合併貸借対照表および合併損益計算書を作成する方法を習得している。
	●本店および支店の財務諸表を合併して企業外部の利害関係者に報告することの意義ないし必要性について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●設例を用いて、未達取引が生じる理由およびICTの発達が未達取引の処理に与える影響を考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●本店および支店の財務諸表を合併する必要性について自ら学び、未達取引を整理して、合併財務諸表を作成する方法を、主体的かつ積極的に学習しようとしている。
●未達取引が生じる理由およびICTの発達が未達取引の処理に与える影響を考察する設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	３
	第Ⅷ編「会計ソフトウェア」
	
	
	
	

	
	第１章「コンピュータを利用した会計処理」
①コンピュータと会計処理
②コンピュータ会計
③一般的な会計処理の手順
	●コンピュータ会計の意義、および一般的なクラウド会計システムを用いて効率的に取引の記録と財務諸表の作成をおこなう方法について学習します。
●一般的なクラウド会計システムの基礎的な活用方法に関する実習をおこないます。
●設例を用いて、「ＡＩの技術が発展し、会計ソフトウェアの活用が進んでくると、簿記の知識をもつ人は必要なくなる」という意見について主体的に話し合い、表現します。
	●コンピュータ会計の意義について理解し、会計ソフトウェアを用いた従来のコンピュータ会計と、クラウドを利用したクラウド会計システムのちがいについても理解している。
●クラウド会計システムを利用した一般的な会計処理の手順や、ＡＩを用いた取引の自動入力について理解している。
●実際にクラウド会計システムを利用して、具体的な会計処理をおこなう方法を習得している。
	●紙上でおこなう会計処理と、コンピュータを利用した会計処理の明確なちがいについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●設例を用いて、「会計ソフトウェアの活用が進んでくると、簿記の知識が不要になる」という意見について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●実際にクラウド会計システムを利用して、具体的な会計処理を主体的かつ積極的におこなおうとしている。
●「会計ソフトウェアの活用が進むと、簿記の知識が不要になる」という意見について考える設例に、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

	発展的な内容
	発展的な内容「株式会社会計」
	
	
	
	

	
	第１章「株式会社の設立・開業と株式の発行」
①株式会社のしくみ
②株式会社の設立
③資本金の増加
	●株式会社のしくみ、および株式会社の設立に関する基礎的な知識について学習します。
●株式会社設立時・設立後の株式発行や、株式払込剰余金に関する仕訳について学習します。
●創立費・開業費・株式交付費に関する仕訳について学習します。
	●株式会社のしくみを理解し、株式会社の設立に関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。
●株式会社設立時・設立後の株式発行、および創立費・開業費・株式交付費に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
	●株式会社のしくみを理解したうえで、株式会社の利点について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●払込金額の原則処理・容認処理、また株式会社設立時の株式発行なのか、設立後の株式発行なのかを判断し、適切な処理をおこなうことができる。
	●株式会社のしくみやその設立、資金調達のための株式の発行、および株式会社創立時や開業時の費用の処理について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第２章「当期純損益の計上と剰余金の配当・処分」
①当期純損益の計上
②剰余金の配当および処分
	●株式会社における当期純利益・当期純損失の計上に関する仕訳について学習します。
●繰越利益剰余金の配当および処分の概要と、関連する仕訳について学習します。
	●株式会社における当期純利益・当期純損失の計上に関する基本的な仕訳、および個人企業の場合の処理とのちがいについて理解している。
●繰越利益剰余金の配当および処分に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、関連する基本的な仕訳について理解している。
	●繰越利益剰余金の残高と、当期純損益の金額の大小を比較して、繰越利益剰余金勘定の次期繰越額がどのようになるかを判断することができる。
	●株式会社における当期純損益の計上や、繰越利益剰余金の配当および処分について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第３章「株式会社の税務」
①株式会社の税金
	●株式会社における法人税・住民税・事業税の概要について学習します。
●株式会社における法人税・住民税・事業税の納付の方法や、中間申告時・決算時・確定申告時のそれぞれの仕訳について学習します。
	●株式会社における法人税・住民税・事業税といった税金の概要、および個人企業の税金とのちがいについて理解している。
●株式会社における法人税・住民税・事業税といった税金の納付方法や、基本的な取引および仕訳について理解している。
	●株式会社の税金と個人企業の税金のちがいについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
●株式会社にかかる税金が、税法上、費用として認められるものであるか否かを判断することができる。
	●株式会社における税金の概要や、それぞれの税金に関する取引について自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	発展的な内容「その他の債権・債務」
	
	
	
	

	
	第１章「電子記録債権・電子記録債務」
①電子記録債権・電子記録債務
②電子記録債権・電子記録債務の発生
③電子記録債権の譲渡
④電子記録債権・電子記録債務の消滅
	●電子記録債権・電子記録債務の概要とそのしくみについて学習します。
●電子記録債権・電子記録債務の発生に関する仕訳について学習します。
●電子記録債権の譲渡に関する仕訳について学習します。
●電子記録債権・電子記録債務の消滅に関する仕訳について学習します。
	●電子記録債権・電子記録債務に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、債権者が発生記録の請求をおこなった場合の流れについて理解している。
●電子記録債権・電子記録債務の発生・消滅、および電子記録債権の譲渡に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
	●従来の売上債権・買掛債務による取引と、電子記録債権・電子記録債務による取引のちがいや、電子記録債権・電子記録債務を用いることのメリットについて考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●電子記録債権・電子記録債務の概要とそのしくみについて自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	第２章「クレジット売掛金」
①クレジットによる取引
	●クレジットによる取引の概要、およびクレジットカードによる商品売買の手続きについて学習します。
●クレジットによる商品売買に関する仕訳について学習します。
	●クレジットによる取引に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、クレジットカードによって商品売買をおこなった場合の流れについて理解している。
●クレジットによる商品売買に関する基本的な取引および仕訳について理解している。
	●クレジットカードによって商品を販売したり、サービスを提供したりする場合の、信販会社の役割について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●クレジットによる取引の概要とその手続きについて自ら学び、各取引の仕訳の方法を、主体的かつ積極的に身に付けようとしている。

	
	発展的な内容「進んだ決算」
	
	
	
	

	
	第１章「株式会社の財務諸表の作成」
①株式会社の財務諸表の作成
	●株式会社における取引を含む資料をもとに、８けた精算表を利用して、２区分の損益計算書と控除形式の貸借対照表を作成する学習活動に取り組みます。
●損益勘定・繰越利益剰余金勘定と繰越試算表の関係について学習します。
	●株式会社における取引を含む総勘定元帳の勘定残高と決算整理事項から、２区分の損益計算書と控除形式の貸借対照表を作成する技術を習得している。
●損益勘定・繰越利益剰余金勘定と繰越試算表の関係について理解している。
	●個人企業における財務諸表の作成と、株式会社における財務諸表の作成のちがいや、損益勘定・繰越利益剰余金勘定と繰越試算表の関係について考え、自分自身の言葉で表現しようとしている。
	●株式会社における財務諸表の作成について自ら学び、決算報告の手続きのための損益計算書・貸借対照表の作成する学習活動に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



